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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成23年２月10日に提出いたしました第89期第３四半期（自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日）四半期報

告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第４　提出会社の状況

　４　業務の状況

　　(3）自己資本規制比率

 　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿を付して表示しております。

　　

第一部　【企業情報】

第４　【提出会社の状況】

　４　【業務の状況】

　　(3）自己資本規制比率

（訂正前）

区分
前第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

基本的項目（百万円） 　 (A) 31,372 31,780

補完的項目

その他有価証券評価差額金

（評価益）等（百万円）
　 542 99

金融商品取引責任準備金等

（百万円）
　 261 158

一般貸倒引当金（百万円） 　 46 15

計（百万円） (B) 849 274

控除資産（百万円） 　 (C) 10,209 9,529

固定化されていない

自己資本（百万円）
(A)＋(B)－(C)(D) 22,012 22,525

リスク相当額

市場リスク相当額

（百万円）
　 1,030 789

取引先リスク相当額

（百万円）
　 537 428

基礎的リスク相当額

（百万円）
　 3,123 2,974

計（百万円） (E) 4,692 4,191

自己資本規制比率（％） (D)／(E)×100　 469.1 537.3

（注）　市場リスク相当額の月末平均額は前第３四半期累計期間1,035百万円、当第３四半期累計期間853百万円、月末最

大額は前第３四半期累計期間1,230百万円、当第３四半期累計期間988百万円、取引先リスク相当額の月末平均額

は前第３四半期累計期間517百万円、当第３四半期累計期間541百万円、月末最大額は前第３四半期累計期間591百

万円、当第３四半期累計期間625百万円であります。
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（訂正後）

区分
前第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

基本的項目（百万円） 　 (A) 31,372 31,780

補完的項目

その他有価証券評価差額金

（評価益）等（百万円）
　 542 99

金融商品取引責任準備金等

（百万円）
　 261 158

一般貸倒引当金（百万円） 　 46 15

計（百万円） (B) 849 274

控除資産（百万円） 　 (C) 10,209 9,529

固定化されていない

自己資本（百万円）
(A)＋(B)－(C)(D) 22,012 22,525

リスク相当額

市場リスク相当額

（百万円）
　 1,030 789

取引先リスク相当額

（百万円）
　 627 507

基礎的リスク相当額

（百万円）
　 3,123 2,974

計（百万円） (E) 4,781 4,271

自己資本規制比率（％） (D)／(E)×100　 460.3 527.3

（注）　市場リスク相当額の月末平均額は前第３四半期累計期間1,035百万円、当第３四半期累計期間853百万円、月末最

大額は前第３四半期累計期間1,230百万円、当第３四半期累計期間988百万円、取引先リスク相当額の月末平均額

は前第３四半期累計期間599百万円、当第３四半期累計期間625百万円、月末最大額は前第３四半期累計期間675百

万円、当第３四半期累計期間721百万円であります。
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